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（臨床研究に関するお知らせ） 

 

和歌山県立医科大学の篤志解剖として献体していただいたご遺族様へ 

 

和歌山県立医科大学解剖学第一講座では、以下の臨床研究を実施しています。ここにご説明するのは、

肉眼解剖実習の中で医学生への教育を行う中で観察および測定を行う「後ろ向き観察研究」という臨床

研究で、本学倫理審査委員会の承認を得て行うものです。本学の肉眼解剖実習の中で観察したデータを

記録させて頂く研究ですので、対象となるご遺族様に新たな費用のご負担をお願いするものではありま

せん。また、対象となる方が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。 

この研究の対象に該当すると思われたご遺族様で、献体された方の本研究への参加を望まない場合や

ご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

１．研究課題名  

  半腱様筋の形態的バリエーションに関する横断研究 

２．研究責任者 

  和歌山県立医科大学解剖学第一講座 講師 山本 悠太 

３．研究の目的 

解剖学の教科書では、一般的に筋の形に個人差があることが記載されており、その頻度も専門の

教科書には詳細に記述されていますが、プロスポーツにおいて肉離れの好発部位である半腱様筋は、

個人差の記載がほとんどありません。我々は、平成 30 年度の肉眼解剖実習の中で半腱様筋の形状

に個人差が多く存在する可能性を見出しました。そこで、本研究では肉眼解剖実習で半腱様筋を

剖出過程の中で、教科書に示されていないバリエーションについて、起始部の形態、筋線維の

走行・中間腱の形態を明らかにし、その発生頻度についてパイロット的に解析を行ないます。 

４．研究の概要 

（１）対象となる方 

  和歌山県立医科大学の篤志解剖としてご献体いただいた方で、令和２年１０月１日から令和２年１

２月３１日までの期間中に行われる令和２年度肉眼解剖実習内で解剖させていただくご遺体です。 

（２）利用させて頂く情報 

この研究で利用させて頂くデータは、半腱様筋の起始と筋の走行に関する情報です。 

（３）方法 

  令和２年度肉眼解剖実習のうち半腱様筋の実習の際に教員が指導を行う中で、肉眼観察と、筋の走

行についてメジャー等で計測します。 

５．個人情報の取扱い 

  利用する情報からは、ご献体者様を特定できる個人情報は削除します。また、研究成果は学会や学

術雑誌で発表されることがありますが、その際もご献体者様の個人情報が公表されることはありま

せん。 

６．ご自身の情報が利用されることを望まない場合 

  臨床研究は医学の進歩に欠かせない学術活動ですが、ご遺族様には、本研究への参加を望まない場

合、これを拒否する権利があります。その場合は、下記までご連絡ください。研究対象から除外させ

て頂きます。なお、研究協力を拒否された場合でも、献体事業に関しての不利益を被ることは一切あ

りません。 

７．問い合わせ先 



 

  和歌山市紀三井寺 811-1 

  和歌山県立医科大学解剖学第一講座 担当者 山本悠太 

  TEL：073-441-0616 FAX：073-441-0860  

E-mail：yuta-y@wakayama-med.ac.jp 


